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 制度の概要

東京都が「つながる東京」展開方針に基づき、OpenRoaming対応公衆Wi-Fiの都内全域へ

の普及を促進する区市町村向け支援制度です。新規整備と既設切替の両方が対象となり、計

画策定支援と財政支援を一体的に提供します。

 支援内容

□ OpenRoaming対応Wi-Fi新規整備

最大300万円/箇所 補助率：1/2

□ 既設公衆Wi-FiのOpenRoaming対応化

最大200万円/箇所 補助率：1/2

 対象となる取組

【新規整備】

【既設切替】

【計画策定技術支援】

 対象者

 採択率向上のポイント

 戦略的分析

【デジタル格差解消への貢献】

【段階的な整備戦略】

 整備パターン別補助額

島しょ地域優遇措置：補助率3/4、上限675万円で地域格差を解消

既設切替の効率性：低コスト・短工期で導入可能

 OpenRoaming技術特徴

技術要素 従来Wi-Fiとの違い

自動認証 パスワード入力不要で瞬時接続

国際ローミング 世界各地のOpenRoaming拠点で利用可能

セキュリティ WPA3暗号化・証明書認証で高セキュリティ

運用効率 一元管理システムで維持費削減

利用データ 匿名化統計でサービス改善に活用

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

申請書類一式

事業計画書

同意・協定書類

技術仕様書

 申請スケジュール

 補足事項

 問い合わせ

制度詳細 https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/business/tokyo-data-high

way/openroaming-wifi

お問い合わせ デジタルサービス推進部つながる東京推進課

TEL：03-5320-7622

区市町村（島しょ地域除く）向け支援

島しょ地域向け特別支援

既存設備の改修・切替工事

OpenRoaming認証システム導入

OpenRoaming対応Wi-Fi機器の購入設置

給電HUB、LANケーブル等周辺機器

初期設定費・電源設置工事

既存Wi-Fiのシステム改修

OpenRoaming認証システム導入

設定変更・動作確認作業

現地調査・図面作成

技術的計画策定支援

特別区及び市町村が対象

避難所・人が多く集まる施設への設置

TOKYO FREE Wi-Fi提携が条件

位置情報提供・エリアマップ掲載同意

地域防災計画との連携：災害時の利用計画を明確化し、地域防災との整合性を示す

利用者ニーズの具体化：観光客・住民双方の利便性向上効果を数値化

継続運用計画の詳細化：5年間の維持管理体制と予算確保を明示

技術仕様の適切性：OpenRoaming国際規格への完全対応を保証

島しょ地域での高補助率活用により通信環境格差を解消

多言語対応によりインバウンド対応力を強化

高齢者・障害者にも使いやすいユニバーサル設計を導入

既設切替から開始し運用ノウハウを蓄積

成功事例をモデルに新規整備を拡大

広域連携により運用効率化とコスト削減を実現

通信インフラコンサルタント：最適な機器選定と配置設計で効果最大化

補助金申請専門家：複雑な申請書類作成と審査対応をサポート

セキュリティ専門家：情報セキュリティポリシー策定で安全性確保

運用保守業者：継続的な維持管理体制構築で長期安定稼働

設置場所の詳細図面添付必須

機器仕様書のOpenRoaming対応確認

予算積算内訳の適正性検証

5年間の維持管理計画策定

利用者数・効果の定量化

TOKYO FREE Wi-Fi提携同意書

エリアマップ掲載同意書

OpenRoaming認証方式詳細

セキュリティ要件適合証明

事前準備期間

2025年3月〜5月

現地調査・機器選定・設計図面作成。

TOKYO FREE Wi-Fi提携手続き開始。

公募期間

2025年5月12日（月）〜11月28日（金）

随時受付。予算上限到達時点で終了。

※計画策定支援も同期間で受付

審査・採択

申請から約1〜2ヶ月

書面審査・現地確認・技術適合性検証

交付決定・工事開始

採択決定後速やかに開始可能

事業完了・運用開始

2026年3月末までに完了必須。

完了報告・実績確認後に補助金交付

TOKYO FREE Wi-Fiステッカー等の掲示義務あり

補助金交付設備の5年間以上継続利用必須

津波浸水地域は浸水深より高位置設置で対象

都のOpenRoaming認証中継サーバー利用が原則

https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/business/tokyo-data-highway/openroaming-wifi
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